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在 しうるが,結果には定最的な差 しか生 じない｡
自由エネルギーの最小条件から,u±(x)-ul(x)±u2(x),♂±(x)-♂1(x)±♂2(x)を導入 して
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が得られる｡(5)式より,炭化鎖の秩序度が上下層で異なっている場合に,膜の変動が発生 し
うることが哩解される｡また,膜厚が一定 (古を通じて温度依存 )であることが(6)式から分
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かる｡(7)と(8)式は常に6.(x)-2言.cL(x)-0の解を有するが.これはu十(x)-一定である
La相およびLp 相に対応している｡-a+3b冒?･=d2g(-a)/d-o'･〉0に注意し,この解の安定性を
調べると,周期構造 (リップル相)が現れる条件は,
I(2
響 ≦す (9)
と得られる.立蛇移は 1次舵移であるから,T;T｡でも(9)式の左辺は有限に留まる｡したが
って,体系のパラメータK2/Cの値によっては,Pβ 相が出現しないことがある｡区I2はその概
略図である｡
図2
以上,筒灘なモデル自由エネルギーから,ラメラ層における相艦移が記述できることを示し
+tI｡リッフ○ル梢道が現れる基本的な横柄は,主転移近傍で炭化鎖の配位 (秩序度)がゆらぐこ
とによって,上下層に秩序度に差が現れ,負の曲げエネルギーが効果的に現れることである｡
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